
愛知県に Jアラートが発信されたときの対応について 

 

愛知県にＪアラートが発信されるのは「中部・近畿・中国地方」への落下または通過が予測される場

合です。愛知県にＪアラートが発信されたときは、下記のように対応しますので御協力ください。 

北朝鮮の弾道ミサイルが発射され、愛知県にＪアラートが発信されなかった場合は、原則として平常

どおり授業を行います。 

 

１ Jアラートが発信されたときの学校全体の対応 

 

  ※ 緊急の対応は別紙を参照してください。 

 

 

 

Jアラート 

時刻 

Jアラート

発信 

 
その後の発信状況 

午前６時まで 自宅待機 

 

ア 
ミサイルの通過情報または日本

の領土・領海外への落下情報 

※ 安全確認がある場合 

平常授業 

イ 
日本の領土・領海内への落下情報 

休校 

ウ 
その後の情報がない 

※ 安全確認ができない場合 休校 

午前６時から 

午前７時３０分

まで 

休校 

 

ア 
ミサイルの通過情報または日本

の領土・領海外への落下情報 

※ 安全確認がある場合 
休校 

 

・その後の発

信内容に関

わらない 

イ 
日本の領土・領海内への落下情報 

ウ 
その後の情報がない 

※ 安全確認ができない場合 

午前７時３０分

以降 

その場で

待機 

 

ア 
ミサイルの通過情報または日本

の領土・領海外への落下情報 

※ 安全確認がある場合 

平常授業 

イ 
日本の領土・領海内への落下情報 

緊急の対応 

ウ 
その後の情報がない 

※ 安全確認ができない場合 その場待機 



２ 安全のための緊急対応 

(1)  自力通学生徒の登下校中の対応 

 場所 Jアラート発信  その後の発信状況による行動 

 

午
前
６
時
ま
で 

 

 

 

自

宅 

・自宅で「避難行動①」をとる。 

 
【避難行動①】(屋内でJアラート発信) 

・建物から出ない。 

・窓から離れるか窓のない部屋

へ移動する。 

・低い姿勢で頭部を守る。 

・ヘルメット、防災頭巾等をか

ぶる。 

※爆発、爆風、飛散物から身を

守る。 
 

 

ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・安全に留意しながら登校する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・自宅で「避難行動③」をとる。 

・休校とする。 
 

【避難行動③】 
（屋内で近くにミサイル落下） 

・換気扇を止める。 

・窓を閉め、窓から離れるか

窓のない部屋に移動する。 
 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続する。 

※午前６時以降に安全が確認され

ても休校とする。 

 
 

 

午
前
６
時
か
ら
午
前
７
時
３
０
分
ま
で 

 

自 

宅 

に 

い 

る 

場 

合 

・自宅で「避難行動①」をとる。 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・休校とする。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・自宅で「避難行動③」をとる。 

・休校とする。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続する。 

・安全が確認されても休校とする。 

 

 

 

登

校

途

中 

・その場で「避難行動②」をとる。 

 
【避難行動②】(屋外でJアラート発信） 

○歩行中、自転車運転中 

・建物に避難し、「避難行動

①」をとる。 

・建物がない場合は物陰に身を

隠し、地面に伏せて頭部を守

る。 

○交通機関利用時 

・駅乗務員の避難誘導に従い、

安全確保する。 

・名鉄バスで降車指示が出た場

合、歩行中と同様の避難行動

をとる。 
 

 

ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・交通機関復旧後、安全に留意し

ながら帰宅する。 

・すでに登校している生徒は学校

で待機し、保護者の方のお迎え

を依頼する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・その場で「避難行動④」をとる。 

・交通機関復旧後、帰宅する。 

 

【避難行動④】 
（屋外で近くにミサイル落下） 

・口と鼻をハンカチで覆う。 

・直ちに密閉性の高い建物ま

たは風上に避難する。 
 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動②」を継続しなが

ら、その後の情報を待つ。 

午
前
７
時
３
０
分
以
降 

 

 

登

校

途

中 

・その場で「避難行動②」をとる。 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・交通機関復旧後、登校を再開す

る。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・その場で「避難行動④」をとる。 

・交通機関復旧後、帰宅する。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動②」を継続しなが

ら、その後の情報を待つ。 



(2)  スクールバス・送迎生徒の登下校中の対応 

 場所 Jアラート発信  その後の発信状況による行動 

 

午
前
６
時
ま
で 

 

 

 

自

宅 

・自宅で「避難行動①」をとる。 

 

【避難行動①】(屋内でJアラート発信) 

・建物から出ない。 

・窓から離れるか窓のない部屋

へ移動する。 

・低い姿勢で頭部を守る。 

・ヘルメット、防災頭巾等をか

ぶる。 

※爆発、爆風、飛散物から身を

守る。 
 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・安全に留意しながら登校する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・自宅で「避難行動③」をとる。 

・休校とする。 
 

【避難行動③】 
（屋内で近くにミサイル落下） 

・換気扇を止める。 

・窓を閉め、窓から離れるか

窓のない部屋に移動する。 
 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続する。 

※午前６時以降に安全が確認され

ても、休校とする。 

 
 

 

午
前
６
時
か
ら
午
前
７
時
３
０
分
ま
で 

 

自 

宅 

に 

い 

る 

場 

合 

・自宅で「避難行動①」をとる。 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・休校とする。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・自宅で「避難行動③」をとる。 

・休校とする。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続する。 

・安全が確認されても休校とする。 

 

 

登

校

途

中 

・スクールバスは運行しない。 

・その場で「避難行動②」をとる。 

 
【避難行動②】（屋外でJアラート発信） 

○歩行中 

・建物に避難し、「避難行動①」

をとる。 

・建物がない場合は物陰に身を隠

し、地面に伏せて頭部を守る。 

○車の運転中 

・車を安全な場所に停車し、歩行

中と同様の避難行動をとる。 
 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・帰宅する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・その場で「避難行動④」をとる。 

・交通機関復旧後、帰宅する。 

【避難行動④】 
（屋外で近くにミサイル落下） 

・口と鼻をハンカチで覆う。 

・直ちに密閉性の高い建物ま

たは風上に避難する。 
 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動②」を継続しなが

ら、その後の情報を待つ。 

午
前
７
時
３
０
分
以
降(

ス
ク
ー
ル
バ
ス
出
発
後)

 

自 

宅 

に 

い 

る 

場 

合 

・自宅で「避難行動①」をとる。 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・避難行動を解除し、登校する。 
 ※スクールバスは運行を再開する

が、時刻の遅れの可能性がある。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・自宅で「避難行動③」をとる。 

・休校とする。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続する。 

・安全が確認されても休校とする。 

 

 

登

校

途

中 

【徒歩または送迎中】 

・上記の対応に準ずる。 

 

【スクール乗車中】 

・スクールバスを安全な場所に停車

し、「避難行動⑤」をとる。 
【避難行動⑤】（バスでJアラート発信） 

・窓とカーテンを閉める。 

・低い姿勢で頭部を守る。 

※２次的被害を避けるため、バス

車内で待機する。 
 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・避難行動を解除し、スクールバ

スの運行を再開する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・「避難行動⑤」を継続する。 

・その時点でスクールバスの運行

を中止とし、乗車前の児童生徒

は交通機関復旧後、帰宅する。 

・すでに乗車している児童生徒は

学校で待機し、保護者の方のお

迎えを依頼する。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動⑤」を継続しなが

ら、その後の情報を待つ。 



(3)  在学中の対応 

 

 場所 Jアラート発信  その後の発信状況による行動 

 
 

 
 

 
 

 

在
学
中 

 

  

 
 

 

 

学

校 

・活動を中断し、学校で「避難行動

①」をとる。 

 

【避難行動①】(屋内でJアラート発信) 

・建物から出ない。 

・窓から離れるか窓のない部屋

へ移動する。 

・低い姿勢で頭部を守る。 

・ヘルメット、防災頭巾等をか

ぶる。 

※爆発、爆風、飛散物から身を守

る。 

 

 

 
ア 

ミサイルの通過情報ま

たは日本の領土・領海

外への落下情報 

※安全確認がある場合 

・避難行動を解除し、安全に留意

しながら活動を再開する。 

イ 
日本の領土・領海内へ

の落下情報 

・学校で「避難行動③」をとる。 

 
【避難行動③】 
（屋内で近くにミサイル落下） 

・換気扇を止める。 

・窓を閉め、窓から離れるか

窓のない部屋に移動する。 

 

・安全が確認できるまでは校内の

安全な場所で待機し、安全が確

認でき次第、保護者の方のお迎

えを依頼する。 

ウ 
その後の情報がない 

※安全確認がない場合 

・「避難行動①」を継続しなが

ら、その後の情報を待つ。 


